
1 

 

Ⅲ.1  連合会景況調査 
（2024_4_6連合会景況抜粋） 

 

1. 最新報告書《２０２5．１．31時点》 

報告書全文は下記ホームページよりダウンロードいただきご参照方。 

https://www.miyagi-fsci.or.jp/businessreport/ 

 

2. 本報告書の抜粋 

表紙からから 4ページまでを以下に抜粋 

 

https://www.miyagi-fsci.or.jp/businessreport/
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３．県連報告書の表のグラフ化 

 

 報告書（1．県下産業全体の景況）の表のグラフ化を以下に示す。 

 

（１）主要景況項目のあらまし 

① 業況 DIの状況と来期見通し 

表-1 前期 今期 来期見通し 

全産業 △ 25.2 △ 29.3 △ 27.2 

製造業 △ 32.3 △ 43.8 △ 25.0 

建設業 △ 25.0 △ 12.5 △ 29.1 

小売業 △ 27.9 △ 36.5 △ 41.5 

サービス業 △ 18.4 △ 22.0 △ 16.0 

 

 前期から今期へは建設業を除くと全体として

の業況判断は若干の下向きとの判断である。 

 来期に向けては製造業が大幅な改善であるの

に対し、建設業は大幅な悪化、小売業は悪化、

サービス業は改善との見通しである。 

 

 

② 設備投資の状況と来期計画 

表―2 前期 今期 来期見通し 

製造業 18.2 9.4 9.4 

建設業 12.5 8.3 4.2 

小売業 9.3 11.6 7.0 

サービス業 10.2 14.0 8.0 

 製造業は来期も今期並みの投資見込みである

一方、建設業、小売業、サービス業では来期は今

期に比べて減少の投資見通しとなっている。 
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（２）全国・東北ブロックおよび本県景況のあらまし 

詳細は「県下産業別の景況に詳述されているのでこ

こでは全体像の特筆事項のみを記述する。 

① 売上額（完成工事額）の比較 

・宮城・東北・全国の売上額をそれぞれ業種別にまとめ

てグラフ化する。（東北は前期・今期のみ） 

⚫ 表―3、表-5より「宮城」の売上 
 

前期 今期 来期見通し 

製造業 △ 27.3 △ 34.4 △ 21.9 

建設業 △ 29.2 △ 8.3 △ 16.7 

小売業 △ 7.0 △ 32.5 △ 41.8 

サービス業 0.0 △ 18.0 △ 10.0 

製造業は来期には大幅な改善の見通しの一方、建設

業・小売業は悪化、サービス業は改善の見通しである。

     

⚫ 表―3より「東北」の売上 
 

前期 今期 

製造業 △ 28.6 △ 20.6 

建設業 △ 26.6 △ 15.7 

小売業 △ 32.9 △ 31.2 

サービス業 △ 7.6 △ 8.4 

製造業、サービス業の今期は東北＞宮城、建設業では

宮城＞東北、小売業では宮城～東北である。 

 

 

 

 

⚫ 表―3、表-5より「全国」の売上 

 

  前期 今期 来期見通し 

製造業 △ 11.6 △ 11.4 △ 7.1 

建設業 △ 15.9 △ 9.3 △ 14.7 

小売業 △ 23.2 △ 20.1 △ 32.5 

サービス業 △ 3.7 △ 0.9 △ 0.7 

    

概ね、全国＞宮城であるが、建設業の今期は若干宮城

が勝っている。 

 

△ 60

△ 50

△ 40

△ 30

△ 20

△ 10

0
製造業

建設業

小売業

サービス業

全国：売上DI値（表３，５）

前期 今期 来期見通し

△ 60

△ 50

△ 40

△ 30

△ 20

△ 10

0
製造業

建設業

小売業

サービス業

宮城：売上DI値（表３，５）

前期 今期 来期見通し

△ 60

△ 50

△ 40

△ 30

△ 20

△ 10

0
製造業

建設業

小売業

サービス業

東北：売上DI値（表３）

前期 今期



8 

 

② 採算の比較 

・宮城・東北・全国の採算をそれぞれ業種別にまとめ

てグラフ化する。（東北は前期・今期のみ） 

 

⚫ 表―4、表-6より「宮城」の採算 

 
 

前期 今期 来期見通し 

製造業 △ 28.1 △ 50.0 △ 34.4 

建設業 △ 37.5 △ 37.5 △ 29.1 

小売業 △ 37.2 △ 37.2 △ 44.2 

サービス業 △ 33.4 △ 35.4 △ 25.0 

製造業は来期大幅改善、建設業・サービス業が改善

の一方、小売業は悪化の見通しである。 

  

⚫ 表-４より「東北」の採算 
 

前期 今期 

製造業 △ 27.8 △ 31.7 

建設業 △ 35.7 △ 40.4 

小売業 △ 39.9 △ 43.2 

サービス業 △ 33.4 △ 30.6 

今期の宮城・東北の比較では、 

製造業、サービス業では東北＞宮城の一方、建設業、

小売業では宮城＞東北となっている。 

 

 

 

 

表―4、表-6より「全国」の採算 
 

前期 今期 来期見通し 

製造業 △ 20.3 △ 21.9 △ 19.4 

建設業 △ 25.8 △ 26.9 △ 23.8 

小売業 △ 32.6 △ 35.0 △ 30.9 

サービス業 △ 21.8 △ 21.5 △ 19.6 

概して全国＞東北である。 

来期見通しではすべての業種で全国＞宮城である。 
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